
学校番号 3005 

令和 2年度 工業科（電気系） 

教科 工業(電気) 科目 
電子制御実習
（計測） 

単位数 ６単位 年次 ２年次 

使用教科書 電気実習Ⅱ（本校編集） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

電気計測実習は、全ての電気系実習の基礎となるもので，非常に基本的な実習です。特に「電気基礎」

の授業内容とリンクしながら生徒の理解状況を把握し、進度に拘らず生徒自らが実践しグループとし

ての協力体制を築きながら実習を展開する必要があります。また、実験結果からの考察力、適正なデ

ータの整理能力などを身につけ、レポートなどによる発表ができるよう取り組みます。 

2 学習の到達目標 

電気計測器の取り扱い方の習得や基本的動作、及びオームの法則はじめ電気デバイスの諸特性を、実

体験を通して学習し、レポートなどでその結果を考察・発表できる能力を身につける。 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電気現象を体験的な

学習をするに当たり、

何が知りたいのか、実

験の目的は何なのか、

学習上の心構えをは

っきりされる必要が

ある。電気に関する基

礎的な知識と技術に

関心をもち，その習得

に向けて意欲的に取

り組むとともに，実際

に活用しようとする

創造的実践的な態度

を身につけている。 

電気計測に関する諸

問題の解決をめざし

て自ら思考を深め、問

題解決方法をグルー

プでの協力などによ

り、適切に判断する能

力を身につけている。

また、適切な報告書

（レポート）を作成

し、実習内容の処理し

それを表現すること

ができる。 

電気基礎で学んだこ

とをより理解をする

ために種々の実験装

置ならびに機器を使

って体験的な学習を

グループで協力し合

い実践できている。ま

た、実験結果のデータ

をレポートなどにま

とめるなどの処理・活

用のために必要な技

能を身につけている。 

電気の基礎である、

電流・電圧・抵抗・

起電力・電力・電力

量などの、電気の量

的な取扱い、基本的

な直流回路、種々の

電気現象、電気の量

を知るための測定、

測定器具の構造原理

とその取扱いなどを

理解しており、その

実践が適切である。 

評
価
方
法 

・グループワークに積

極的に参加している

か 

・電気現象について興

味・関心を持ち、取り

組んでいるか。 

・不明な事柄などを自

ら探求しようとして

いるか。 

・理論と実際を関連づ

けて授業の内容をよ

り具体的に理解でき

ているか。 

・より良い報告書を作

成し、実験内容を適切

にまとめ、自身の知識

の習得に活用してい

るか。 

・適切な測定器の取扱

いができているか。 

・電気回路を実際に配

線し、正確な測定値を

読み取ることができ

ているか。 

・数値データを適切に

丸めることができる

か。 

 

・電気計測器の構造、

取扱い方が正しく習

得できたか 

・実験結果のデータ

がどのような意味を

もつのか、自分自身

で考え科学する力が

身についているか。 

・期限内にレポート

などを提出し、実験

内容を適切にまとめ

ることができている

か。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

単
元
名 

 
 

 
 

 

学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価

規準 
評価方法 

a b c d 

前 
 

期 

・オームの法則

の実験 

 

 

 

 

・抵抗の直並列

回路の実験 

 

 

・オシロスコープ

による波形測定 

 

 

 

・直流安定化電源・電圧計・

電流計・すべり抵抗器など

の計測器具の使用法を習得

し、電圧・電流・抵抗の関

係を学ぶ。 

 

・抵抗の直列、並列接続の

合成抵抗を求め、分圧・分

流について学ぶ。 

 

オシロスコープ各部の名称

と使用方法を学習し，各種

の交流波形観測を通して，

波形のスケッチ，周波数，

周期について学ぶ． 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

ａ:実習目的が的確に

理解されているか。 

ｂ:各測定器具の取扱

いが正しく理解され、

実際に適性に使用で

きているか。 

ｃ:グループワークに

積極的に参加し、回路

の配線など積極的に

取り組んでいるか。 

レポート提出の期限

を守り、内容が適切に

理解されているか。

ｄ:正確な測定で正し

い測定値を読み取れ

ているか。 

実習に取り

組む姿勢・

態度。 

レポート提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

出欠状況な

ど。 

後 
 

期 

・オシロスコープ

による位相差の

測定 

 

 

 

・最大電力供給

条件に関する実

験 

 

 

・単相交流電力

の測定 

・２現象オシロスコープを使用

して、Ｒ－Ｃ直列交流回路の

電圧と電流の位相のずれを

確認し、その位相差を求める

測定方法を学ぶ。 

 

・電源の内部抵抗と接続する

負荷抵抗の関係を理解し、

電源の最大電力を供給する

ための条件を学ぶ。 

 

・正弦波交流（商用周波数）

の電力の測定技術を習得

し，有効電力，無効電力，

皮相電力，及び力率につい

て学ぶ。 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

ａ:実習目的が的確に

理解されているか。 

ｂ:各測定器具の取扱

いが正しく理解され、

実際に適性に使用で

きているか。 

ｃ:グループワークに

積極的に参加し、回路

の配線など積極的に

取り組んでいるか。 

レポートの提出の期

限を守り、内容が適切

に理解されているか。

ｄ:正確な測定で正し

い測定値を読み取れ

ているか。 

実習に取り

組む姿勢・

態度。 

レポート提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

出欠状況な

ど。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


